
現在、気軽に知らない人とつながることができる時代になりましたね。しかし、ネットで親しくなった
相手に会いに行ったり、つい個人情報を教えてしまったりすると、トラブルを引き起こすことも…。
ただ、皆さんが注意すればトラブルは防ぐこともできます。注意の方法を事例と一緒に学びましょう。

SNS内で友達ができ、仲良くなったA子さん。

同学年だと伝えられ、より仲良くなり、自分の写真を送りました。

そのうち相手から「会いたいな」と言われ、一人で会いに行きました。

しかし、実際待ち合わせ先にいたのはまったく知らない人でした。

A子さんはその後トラブルに巻き込まれてしまいました。

１．SNS上で知り合った人とは直接

SNS上で知り合った相手に教えた自分の写真や動画などの情報は

「他の人には広めないでね」と約束しても、判断は皆さんではなく

相手に任せることになります。

『仲がいいから』大丈夫と安心せず、トラブルを避けるためには「教えて」

と言われてもきっぱり断って教えたり送ったりしないようにしましょう!

２．特定される可能性のある情報は

皆さんが撮影するなんでもないような写真や動画には、

実は多くの情報が隠されています。

場合によっては、それらの情報から皆さんの住んでいる地域まで

特定されトラブルを招いてしまう可能性があります。

個人の情報が特定されるような情報は載せないようにしましょう！

SNSで知り合った人と会うことは「なりすまし」などもありとても危険です。

SNSで知り合って仲が良くなったら相手を信頼する気持ちが高まり、

実際に会ってしまうことで様々なトラブルを招いてしまうこともあります。

話の流れで「会おう」と言われても会わないようにしましょう！

ネットだけの交流では会ったことがないので、「顔・姿・文章」どれも本物かどうかはわかりません。

SNSを利用して楽しい生活を送るためにも、今回の３原則を常に意識して

今後困ったときには必ず身近な大人や専門の相談窓口に相談しましょう。

3．特定につながってしまう情報は

事例
《知り合った同い年の子に会いに行ったら・・・》

今回示した事例のようなことが起きると怖いですよね。
このような事態を防ぐためにも【トラブル防止3原則】を学びましょう！


